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1999 年に日本で制度化された PRTR 公表データの























表 1 公表された PRTR集計データ（2015年度） 





量合計 大気 公共用水域 土壌 埋立 合計 廃棄物 下水道 合計 
アセトニトリル 1 734 0 0 0 734 1,508 69 1,577 2,311 
クロロホルム 3 9,561 0 0 0 9,561 12,208 198 12,405 21,966 
ジクロロメタン 3 9,452 0 0 0 9,452 6,607 32 6,639 16,091 
N,N-ジメチルホルムアミド 1 197 0 0 0 197 1,370 48 1,418 1,615 
トルエン 1 568 0 0 0 568 1,201 0 1,201 1,769 
ノルマルヘキサン 3 6,746 0 0 0 6,746 15,034 0 15,034 21,780 





量合計 大気 公共用水域 土壌 埋立 合計 廃棄物 下水道 合計 
アセトニトリル 6 1,952 0 0 0 1,952 6,700 479 7,179 9,131 
クロロホルム 11 10,520 0 0 0 10,520 37,780 213 37,993 48,513 
ジクロロメタン 93 223,220 138 0 0 223,358 69,700 32 69,732 293,090 
N,N-ジメチルホルムアミド 12 15,717 0 0 0 15,717 125,340 15,770 141,110 156,827 
トルエン 323 635,136 0 0 0 635,136 312,863 188 313,051 948,187 

























50 mL 容の   2 つのビーカーにそれぞれジクロロメ





















場合の 2時間 20分程度に相当することになる。 
水への溶解度 沸点 蒸気圧 排水基準
(g/L) （℃） (kPa 20℃） (mg/L)
  ジクロロメタン   CH2Cl2 1.3 13  (20℃） 39.8 47 0.2  反応溶剤、金属の脱脂洗浄剤、冷媒
  四塩化炭素※1)   CCl4 1.6  1  (20℃） 76.8 12 0.02  農薬、ワックス樹脂原料
  1,2-ジクロロエタン Cl-CH2-CH2 -Cl 1.3  8.7 (20℃） 83.5 8.7 0.04  反応溶剤、樹脂合成原料、殺虫剤
  1,1-ジクロロエチレン   CCl2=CH2 1.2  2.4 (25℃） 31.6 67 1  繊維、フィルム等の合成原料
シス-1,2ジクロロエチレン   CHCl=CHCl 1.3  3.5 (20℃） 60.1 24 0.4  塩素系溶剤の合成原料、染料、樹脂抽出溶剤
  1,1,1-トリクロロエタン※1)   CCl3CH3 1.3  4.4 (20℃） 74.0 13 3  試薬、合成原料用
  1,1,2-トリクロロエタン   CHCl2CH2Cl 1.4  4.5 (20℃） 113.8 2.5 0.06  抽出剤、染料溶剤、燻蒸剤
  1,3-ジクロロプロペン   CHCl=CHCH2Cl 1.2  2.0 (20℃） 108 3.7 0.02  燻蒸剤（農薬）
トリクロロエチレン   CHCl=CCl2 1.5  1.3 (20℃） 86.9 7.8 0.1  ドライクリーニング溶剤、金属機械部品脱脂洗浄剤
テトラクロロエチレン   CCl2=CCl2 1.6  0.15 (25℃） 121.3 1.9 0.1  ドライクリーニング溶剤、塗料等の溶剤












































































































































ジクロロメタン 0.6 87.1 1.1
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所については 2.3 節参照のこと）。平成 24 年度から
平成 29年度 11月期までの 6年間に実施した学内の
定期排水水質測定において有機塩素化合物が基準値
を超過した件数は 5件で、表 5のとおりである。平





































































H24年4月3日 桂Cクラスター排出口（生活系） ジクロロメタン 0.73 0.2 -
H28年6月21日 本部構内最終放流口 1,2-ジクロロエタン 0.18 0.04 ②
H28年7月1日 吉田南構内最終放流口 ジクロロメタン 0.43 0.2 ③
H28年9月27日 本部構内最終放流口 ジクロロメタン 0.48 0.2 ②
H29年10月3日 医学部構内最終放流口 ジクロロメタン 2.0 0.2 ⑤
採水日時 採水場所 物質名
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蒸留水
エタノール(1,2回）+蒸留水
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